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本校教員が東レ理科教育賞において文部科学大臣賞を受賞しました

篭 2020年除和2年)3月218(±型白） 塞一
軍
一

本校の豊田將章教諭が、中学校・高等学校の理科教育

を担当する教員にとって最高峰のコンテストである「令

和元年度（第51回）東レ理科教育員」に応募し、最も優
秀な事例に対して贈られる文部科学大臣員を受宣しまし
た。
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蝿

理科教育で成果教諭ら表彰
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受賞テーマは、 「身の回りのもの

を利用したバンデグラフ起電機の製
作」で、これは同教諭が科学部や普

段の物理の授業を通じて開発してき

た静電気発生装置の開発に関する過
去8年間の取り組みの内容を発表し

たものです。
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高科学部での装置製作の様子
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2017年に当時高校1年生の生徒が製
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科学部では「後輩のために、授業で使う実験器具を自分達で作って残そう」をテーマ

に、豊田教諭の指導の下、様々な装置を開発・改良しています。下の写真で紹介した装

置以外にも、圧縮発火装置や電気分解装置などの製作にも取り組み、一部は商品化され

ています。作った装置は実際に授業で使われただけでなく、社会貢献の一環として大阪

市立科学館に寄贈もしています。

毎年8月に大阪で行われるサイエンス・フェスタでの公開を目標に、中1から高3ま
で部員約60名がテーマを自ら決めて、活発に取り組んでいます。
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スターリング冷凍機を

用いた放射線観察装置

密度変化の大小を可視化

した気柱共鳴管
粉塵爆発の実験装置ダイヤモンドによる

レーザー光の全反射の実験

電気力線を見る装置

装置の組み立てだけではなく、測定や装置の改良を行い、得られた成果

を様々な大会で発表しています。昨年7月には、科学部生が「独自製作し

た装置を使って科学イベントで実験を披露し科学への興味関心を高める諸

活動」に対して、日産財団リカジョ員準グランプリが授与されました。科

学部の活動は科学的に高い評価を受け、これまで武田財団や中谷医工計測

技術振興財団などからの助成を受け、研究活動を行ってきました。

生物の分野では、絶滅が最も危!'具されている固有の淡水魚ニッポンバラ

タナゴの保全活動に参加しています。また、理論化学の研究も5年前から
新たに取り組みをはじめ、海外の大会に参加したり、 」SEC･高校化学グラ

ンドコンテストといった大会で賞を得ています。生物．化学が専門の教員
も顧問に加わり、学校全体の理科教育の充実に日々取り組んでいます。

騨

＜東レ理科教育賞とは？＞
卍

公益財団法人東レ科学振興会の財団詔ウ

10周年記念事業として1969年に創設。

中学校・高等学校の理科教育において、

創意と工夫により著しい教育効果をあげた

先生方を表彰する教員対象の科学コンテス

ト。文部科学大臣賞は、東レ理科教育賞の
中で秀逸な事例に1件のみ贈呈される。
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蕊1硬式テニス部

医進コース特進＆医進コース凛花コース

医学部医学科22名
神戸大学1名滋賀医科大学1名福井大学1名島根大学1名
大阪医科大学2名関西医科大学3名近畿大学3名

兵庫医科大学3名自治医科大学1名金沢医科大学2名

愛知医科大学1名国際医療福祉大学1名福岡大学1名久留米大学1名

国公立大49名

2020年4月1日現在

大阪大学1名医学部保健学科1東北大学1名医学部保健学科1

神戸大学6名医学部医学科1 医学部保健学科2理学部1

経済学部1 国際人間学部1

大阪市立大学3名大阪府立大学9名千葉大学1名滋賀医科大学1名

奈良県立医科大学2名大阪教育大学2名奈良女子大学1名など

関関同立89名
関西大学35名関西学院大学17名同志社大学21名立命館大学16名
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サウスコート |M’ 恵の杜

テニスコートが2面。

畑のコーナーでは現在イチゴを栽培中散
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コース 医進コース･特進コース･凛花コース
プレミアム文理コース

アドバンス文理コース

中高6か年課 程
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入学試験

鱸Wi綱柵轆難

＃入試特典 証
垂
罷

。)特待生制度あり(授業料免除など）
｡姉妹侵遇措置あり(姉妹が､大谷中高在籍､あるいは大谷高校卒業の場合､入学金1回免除）

令和3年

1月16日（土）午前・午後

1月17日（日）午後

1月18日（月）午前

複数回受験による加点

英語資格による加点
’ 英語資格の活用

令和3年2月10日(水）
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と
も
教
育
上
の
高
い
効
果
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
学
力
は
知
識
、
技
能
に
加
え
て
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
及
び
主
体
性
や
協
働
性
で
す
。
特
に
理

科
教
育
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
感
動
的
な
一
瞬
や
自
然
の

不
思
議
さ
、
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
で
き
る
実
験
、
観
察

を
通
じ
て
、
自
ら
「
何
を
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
の
意
識
の

高
揚
に
繋
が
る
指
導
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

中
高
生
の
皆
様
は
、
た
だ
、
ひ
た
す
ら
高
い
偏
差
値
を
求
め

る
机
上
の
学
習
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
主
体
的
に
な
っ
て
、

様
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
本
を
読
み
、
そ
こ
に
柵
か
れ
て
い
る
広
い
Ⅲ
界
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
下
さ
い
。
こ
れ
ら
の
体
験
が
「
自
ら
学
び
た
い
」
と
思

う
気
持
ち
が
心
の
底
か
ら
湧
き
川

る
源
泉
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
闘
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

“‘
今？ ~

岱旧’

「
東
レ
理
科
教
育
賞
」
と
は
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
理
科
教

育
に
お
い
て
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
著
し
い
教
育
効
果
を
あ

げ
た
指
導
者
を
表
彰
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

受
賞
理
由
は
、
「
バ
ン
デ
グ
ラ
フ
起
電
機
」
静
電
気
発
生
装
置

を
高
価
な
材
料
を
使
用
せ
ず
、
極
力
、
身
の
回
り
の
も
の
を
利

用
し
て
製
作
し
、
市
販
の
製
品
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
精
度
の

高
い
作
品
に
仕
上
げ
た
こ
と
が
尚
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
達
が
主
体
的
に
な
っ
て
起
電
機
の
製
作

や
各
種
の
科
学
イ
ベ
ン
ト
で
演
示
実
験
、
解
説
に
携
わ
っ
た
こ


